
Title 女子バスケットボールの勝因分析 : リバウンドボールについて
Sub Title Analysis of causes of victory in women's basketball : about rebounding
Author 佐々木, 三男(Sasaki, Mitsuo)

Publisher 慶應義塾大学体育研究所
Publication year 1980

Jtitle 体育研究所紀要 (Bulletin of the institute of physical education, Keio
university). Vol.20, No.1 (1980. 12) ,p.15- 35 

JaLC DOI
Abstract .
Notes
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00135710-00200001-

0015

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


女子バスケットボーノレの勝因分析

一一一リパウンドボールについて一一

1 .はじめに

n.方法

(1) 手続き

(2) 対象試合

III.結果と考察

N.まとめ

1. は

佐々木三男*

じ め

パスケットボールの勝敗を決定する要因は種々考えられる。特に競技の特性である攻防が連

続的に， くり返されることにより結果的には，勝敗を決めた重要なプレーを指摘することがで

きても一連の試合の流れの中では，一つの iGood-Playjもしくは， iMiss-Play j ということ

になる。つまり結果論的な要因の指摘方法である。しかしこの流動的な中にも，コーチィング

の経験的事実としてリパウンディングを勝因の一つに挙げることができる。特に最近の女子パ

スケットボールの傾向は「体力j，iスピードj，i高さ」に加えて技術的には， リバウンドボー

ルの獲得が勝敗を大きく左右してるように思われる。

過去のデータによれば，一試合平均攻撃回数が約 200回， シュート(野投〉回数が 130'"'-140
(1)， (2) 

回，その成功率は約40%前後である。われわれは，このようなデータと経験からリバウンドボ

ールの獲得が勝敗に関する重要なポイントになることを，明らかにしようと試み，主に「リバ

ウンドボールの獲得方法j，i獲得後のプレーj，iプレーの結果」を中心に試合の記録から分析

を行ない結果を得たので報告する。

*慶慮義塾大学体育研究所専任講師
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女子バスケットボールの勝因分析

II.方 法

(1)手続き

リバウンドボールの構成を図 1のように考え， I獲得方法J，I獲得後のプレーJ，rプレーの

結果」の各項目に分け表 1を作成し試合の状況に合せて記録を行なった。

図 1 リバウンドボール獲得とその後のプレーの流れについて

〔獲得万法〕

(1) ノーマーク ) 

(2) 競り合い j 

(3) ルーズボール)

〔獲得方法〕

(1) ノーマーク

(2) 競 り合 い

(3) ルーズボール

(注〉 キ獲得方法

オフェンスリノ〈ウンドボール

〔獲千:]0後のフ。レー〕

(1) I白:接シュート

(2) アシストパス

(3) :i出攻

ディフェンスリノぐウンドボール

(獲得後のプレー〕

(プレーの結果〕

(1) ゴールゲット

(2) フリースロー

(3) シュートミス

(4) バイオレーション

(5) ミスプレー

(プレーの結果〕

(1) ゴールゲット

(1) 速 攻 |と2)

フリースロー

(3) シュートミス

(2) 遅 攻 ¥、(4) ノぐイオレーション

(1) ノーマーク

(3) ルーズボール

(5) ミスプレー

完全なブロックアウトでの獲得

競り合し、から生じたルーズボール及び始めからル

ーズボールの状態からの獲得

キ獲得後のプレー (1) 直接シュート リバウンドボール獲得者が白からシュートを行な

う

キプレーの結果 (5) ミスプレー ドリブ、ル，パス，キヤヅチの各ミスを意味する

(2) 対象試合

1979年第13回関東女子学生バスケットボール選手権大会…… 7試合

1979年第29回関東女子学生パスケットボールリーグ戦1， 2部……15試合

1979年第26回全日本女子学生バスケットボール選手権大会……16試合

合計……38試合である。
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女子バスケットボールの勝因分析

表 1 記録用紙

vs 
Offensive rebound Defensive rebound 0百ensiverebound Defensive rebound 

Nomark Shoot Goal get 
Nomark Fast 

Goal get Nomark Shoot Goal get No mark Fast 
Goal g巴t

Foulfree T. break Foul free T. Foul free T. break Foulfree T 
H合b見伝/H泊、しV、a 

Assist 
Shoot M. 競合い Shoot M. 競介い

Assist Shoot M 競合い ト一一一一一一 Shoot M play play 

Losse Set Violation Losse 
Set Violation Losse Set Violation Losse 

Set Violation 

ball play P.D.C. miss ball 
play 

P.D.C. miss ball play P.D.C. miss ball 
play 

P.D.C. miss 

123 123 12345 123 1 2 12345 123 123 1 234 5 123 1 2 12345 

123 123 12345 123 1 2 12345 123 123 12345 123 1 2 12345 

123 123 12345 123 1 2 12345 123 123 12345 123 1 2 12345 

123 123 12345 123 1 2 12345 123 123 12345 123 1 2 12345 

5 123 123 12345 123 1 2 1 234 5 123 123 12345 123 1 2 12345 

123 123 12345 123 1 2 12345 123 123 12345 123 1 2 12345 

1 2 3 123 12345 123 1 2 12345 123 123 12345 123 1 2 12345 

123 123 12345 123 1 2 12345 123 123 12345 123 1 2 12345 

123 123 12345 123 1 2 12345 123 123 12345 123 1 2 12345 

10 123 123 1 234 5 123 1 2 12345 123 123 12345 123 1 2 12345 

123 123 12345 123 1 2 12345 123 123 12345 123 1 2 12345 

123 123 12345 123 1 2 12345 123 123 1 2 3 4 5 123 1 2 12345 

123 123 12345 123 1 2 12345 123 123 12345 123 1 2 12345 

123 123 12345 123 1 2 12345 123 123 12345 123 1 2 12345 

15 123 123 12345 123 1 2 12345 123 123 12345 123 1 2 12345 

123 123 12345 123 1 2 12345 123 123 12345 123 1 2 12345 

123 123 12345 123 1 2 12345 123 123 12345 123 1 2 12345 

123 123 12345 123 1 2 12345 123 123 12345 123 1 2 12345 

123 123 12345 123 1 2 12345 123 123 12345 123 1 2 12345 

20 1 2 3 123 12345 123 1 2 12345 123 123 12345 123 1 2 12345 

123 123 12345 123 1 2 12345 123 123 12345 123 1 2 12345 

123 123 12345 123 1 2 12345 123 123 1 2 3 4 5 123 1 2 12345 

123 123 12345 123 1 2 12345 123 123 12345 123 1 2 12345 

123 123 12345 123 1 2 12345 123 123 12345 123 1 2 12345 

25 123 12吉 12345 123 1 2 12345 123 123 12345 123 1 2 12345 

ill.結果と考察

表 2は，対象試合38試合の，野投試投平均回数，野投平均成功率，平均得点， リパウンドボ

ール獲得機会となるフリースロー失敗回数を表わしたものである。つまり 1試合平均約80目前
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女子パスケットボールの勝因分析

後のリパウンドボール獲得の機会があり，このリパウンドボールを数多く獲得することが攻撃

回数の増加に継がるのである。

表 2 シュートに関する主な項目

(勝者チーム X=67.84回 S. D=11. 04 Range=96""-'51 
野投試投平均回数{

l敗者チーム X=59.24回 S. D= 7.95 Range=82""-'43 

{勝者チーム X=42.36% S. D=7. 12% Range 58.82%"-'27.78% 
野投平均成功率 C'~ ，.-; 

{敗者チーム X=36.36% S. D=6.42% Range 52.08%"-'20.59% 

[勝者チーム X=64.63点 S. D=13. 37点 Range 103点""-'45点
平均得点 {'W~. = 

l敗者チーム X=50.71点 S.D=8.94点 Range 81点""-'32点

リパウンドボール獲得機会と j勝者チーム 98回 (38試合における実数値〉

なるフリースロー失敗回数 {敗者チーム 76回( H ) 

表 3は， リバウンドボールの獲得率，表 4は， リパウンドボール平均獲得数を表わしたもの

である。獲得率では，勝者チーム(以下勝者とする〉が約 8%敗者チーム(以下敗者とする)より

多く獲得しており，具体的な獲得数では，オフェンスリバウンドボールで'3.48回，ディフェン

スリパウンドボールで3回それぞれ勝者が優り，全体では6.48回優っていた。

これは，競技の特性からもリバウンドボールが攻撃回数を増加させると同時に，防御の役割

としても，大切であることを示している。

表 3 リパウンドボーノレ獲得機会で、の獲得率

(勝者チーム X=43.61% S. D=6仰 R叩 5印9.21%""-'3却O凶

敗者チ一ム X=3お5.6侃6タ%彰 S. D=6. 1凶6ヌ% Range 4必6.2お5%""-'2幻1.9ωOタ%6 

Aチームの o旺+def-rebound獲得数
(注〉計算式 一一一一一一一一一一← x 100 

両チームのシュートミス回数(フリースロー含む〉

(注)I両チームの総シュートミス回数(フリースロー含む)3093回

|勝者チームリバウンドボール獲得数 1349回

¥敗者チームリパウンドボール獲得数 1103回

表 4 リバウンドボール平均獲得数

X S. D Range 

勝者一 13.03 4.30 20"-' 1 

22.47 5.03 35"-'13 

tal 35.50 6.64 53"-'19 

敗者チーム(、T0D•. otR R al 

9.55 4.23 20"-' 2 

19.47 4.88 33"-'11 

29.03 6.33 45"-' 18 

(注〉/¥0D.R…o百ensiverebound 

. R"'defensive rebound 

次に表 5，表 6は， リバウンドボールの獲得が得点に結びついた割合と具体的な得点を表わ

したものである。表 5の得点成功率では勝者，敗者共にオフェンスリバウンドボールがデ、ィフ

ェンスリパウンドポールより高い確率で得点に結びついていた。また勝者が敗者よりも優って
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女子バスケットボールの勝因分析

し、た。

表 6の平均得点では，@オフェンスリバウンドボールにおける勝者，敗者のその差は， 4.74 

点で両者の差には0.1%水準で有意であった。⑥ディフェンスリパウンドボールにおける両者

の差は， 5.14点で0.1%水準で、有意で、あった。さらに⑤リバウンドボール全体における差は，

9.88点で両者の差は0.1%水準で有意であった。

以上の結果リパウンドボール獲得が得点、に結び、ついた勝者，敗者の差と表 2の試合平均得点

の差が僅かに4.04点であることを考えても， リバウンドボールが勝敗の重要なポイントの一因

であることを示している。

表 5 リパウンドボール獲得数の得点成功率

x S. D Range 

勝者チーム ;0.R 46.87% 16.65 100%'"'"'21. 87% 

I D. R 32.90 11. 34 54.55'"'"'12.50 

¥Total 38.03 8.61 58.57'"'"'16.66 

敗者チーム ;0.R 39.12% 14.69 61. 11%'"'"' 0.00% 

I D. R 24.26 11. 24 53.03'"'"' 3.57 

¥Total 30.78 8.55 54.16'"'"'19.64 

野投成功回数十フリースロー成功回数
(注〉計算式 一 一一一一←一一一一x100 

リパウンド獲得数

(注)I勝者チーム O.R 成功回数 232回

I D. R グ 281回

1敗者チーム O.R成功回数 142回

¥ D. R グ 179.5回

表 6 @_~_?_とと竺1)三三三日とごと塗賃L主三とによる得点
(勝者チーム x=12. 21点 S. D=5時 Range 26点'"'"'2点

敗者チーム X二 7.47点 S. D二 4.57点 Range 20点"""'1点

(注) p <0.001 

⑥ ディフェンスリパウンドボール獲得したことによる得点

(勝者チーム子15叫 S.D=6.22点 Ra昭 e訓，.....， 6点

敗者チーム X=1O.39点 S. D=5.60点 Range 35点"""'1，点

(注) p<O.OOl 

@ リパウンドボール獲得したことによる得点 (0百十def)

(勝者チーム x=れ点 S.D=8. 58点 Range46点"-'12点

敗者チーム x=17.86点 S. D=5. 85点 Range 39点，.....， 9点

(注) p<O.OOl 

表 7は，最終得点に対するリバウンドボール獲得からの得点が占める割合を表わし，表 8

は， 1凹のリパウンドボール獲得が何点に相当するかを表わしたものである。表 7では，勝者

42.67%，敗者34.83%でその差7.84%であった。

表 8でーは，③オフェンスリパウンドボールで，勝者と敗者の差が0.21点で，両者の差は 1%

水準で有意であづた。⑥ディフェンスリパウンドボールは，両者の差0.16点で， 1 %水準で有

一 19-



女子パスケットボールの勝因分析

意であった。さらに⑤リバウンドボール全体で，両者の差は O.16点で， 0.1%水準で有意であ

った。

以上の結果，ディフェンスリパウンドボールでの獲得よりオフェンスリバウンドボールでの

獲得が得点しやすいことを示している。

表 7 得点全体に対してのリパウンドボール獲得よりの得点の割合

X s. D Range 

勝者チーム /ITOo R 
18. 76% 6.60 37.74%"-' 4.00% 

23.90 7.91 45.31"-'10.59 

tal 42.67 9.20 67.19.--...24.0。
腕チーム 14.75% 8.46 34.48%'--'" 0.00% 

20.06 8.07 43.21"-' 2.78 

tal 34. 83 7.37 52.08.--...21. 43 

表 8 ③ 1回のオフェンスリパウンドボール獲得が何点に相当するか

/勝者チーム X=0.98点 s. D=0.33点 Range 2.00点.--...0.44点

¥敗者チーム X=0.77点 s. D=0.30点 Range 1. 50点.--...0.22点

(注) p<O.Ol 

⑥ 1回のディフェンスリパウンドボール獲得が何点に相当するか

/勝者チーム X=0.70点 s. D=0.22点 Range 1.09点"-'0.25点

¥敗者チーム X=0.54点 s.D=0.22点 Range 1. 06点"-'0.07点

(注) p<O.Ol 

@ 1回のリパウンドボール獲得が何点に相当するか (off十def)

(勝者チーム日 制 s.D=0.17，8 R叩 1峠 0.38点

敗者チーム X=0.62点 s. D=0.14点 Range 1. 00点.--...0.39点

(注) p<O.OOl 

表 9は，勝者，敗者の得点差とリバウンドボーノレ獲得差の関係について表わしたものであ

る。両者の相関係数 r=0.59(pく0.01)であった。

表 g 得点差とリバウンドボール獲得差について

(鮎差明…8点 s.D=12糊 R叩 9点"-' 1点

;芸員五ぶ私文=6.42回 s.D= 9.03回 Range31トー11点

(注) r=0.593 p<O.Ol 

さらに両者の関係をスピアマンの順位相関係数とそれについての有意差の検定を試みた。

(勝者 一一点一とυ山…一リυ川……ミ句山…一ウ打川……ンパ川一ドMル一ボト一

勝者だけの両者の関係 rピ'=0.3お5(pく0.01)

敗者だけの両者の関係 r'=0.18

以上の結果，得点差とリバウンドボール獲得差において相関関係がみられ両者の聞は 1%水

準で有意であった。また得点とリパウンドボール獲得数の関係で、は，勝者， 敗者直列での結

果，両者の問に相関関係がみられ， 0.1 %水準で有意な関係を示していた。勝者においては，
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女子パスケットボールの勝因分析

低い相関がみられ 1%水準で有意な関係を示していた。しかし敗者においては，相関関係をみ

いだせなかった。これは勝者の 1つの条件にリパウンドボールの獲得が必須であることを示し

ている。

表10は，勝者，敗者における得点差とリパウンドボール獲得することにより得られた得点、の

差との関係を表わしたものである。両者の相関関係 r=0.77であった。

表 10 得点差とリパウンドボール獲得より与えられた得点差について

(得一均 b日山1日吋3

リノ〈ウンドボ一ノルレよ一一
りの得点差の平均 x= 9.92点 S. D二 10.55点 Range 34点'"'-'-9点

〈注) r=0.77 

さらに両者の関係を順位相関係数と，それについての有意差の検定を試みた。

勝者，敗者を直列にした得点とリパウンドボール獲得より得られた得点の関係ピ=0.73

(pく0.001)

勝者だけの両者の関係ピ=0.71(pく0.001)

敗者だけの両者の関係 r'=0.64(pく0.001)

以上の結果，勝者，敗者における得点差とリパウンドボールより得られた得点差には高い相

関関係がみられた。このことは最終得点に対してリパウンドポールからの得点が大きく貢献し

ていることを示している。また得d点とリバウンドボールよりの得点の関係でも高い相関関係と

両者の間に 0.1%水準で有意な関係もみられた。つまりリバウンドボールからの得点の重要性

を示している。

次に身長とリパウンドボール獲得の関係については指導上の経験から無視することはできな
(3 ) 

い。本小論では，実際の獲得場面での身長に対する配慮は，なされていないが，平均身長を基

に検討を試みた。

表11は，勝者，敗者のスターティングメンパーの平均身長を表わしたものである。

表 11 スターティングメンパーの平均身長

(勝者チーム x=166. 26cm S. D=2.54 Range 1山 me'-'l山 m

敗者チーム x=165. 65cm S. D=2. 17 Range 173. 6cm'"'-' 162. 8cm 

そこで平均身長とリパウンドボール獲得数の関係を順位相関とその有意差の検定を試みた。

勝者，敗者を直列にした両者の関係 CN=76) 

iOffensive rebound 

I defensive rebound 

¥0百+defrebound 

との関係 r'=0.05 

グピ=0.05

fI r'=0.08 

- 21ー



女子パスケットボールの勝因分析

勝者だけの両者の関係 (N=38) 

/0庄'ensiverebound との関係 r'= -0.12 

I defensive rebound " r' = O. 07 

¥off+def rebound " r' = 0.01 

敗者だけの両者の関係 (N=38) 

/offensive rebound との関係 r'=一0.03

I defensive rebound " r'=ー 0.34

¥off+def rebound " r'=-0.31 

以上の結果，勝者，敗者を直列にすると両者の関係には相関関係は，みられなかった。しか

し敗者だけの関係では，ディフェンスリバウンドとリバウンドボール全体に，低い負の相関関

係がみられた。しかし両者の聞に有意な関係はみられなかった。つまり予想に反して敗者にお

いては消極的ながら身長の低いチームが， リバウンドボーノレを数多く獲得していることを示し

ている。

そこで身長との関係を，さらにおしすすめるために，データの集収方法で直接身長との関係

が無いと思われる「ルーズボール」の状態での獲得数を除いた獲得数で身長との関係の検討を

試みた。表12は， rルーズボール」の状態での獲得数を除いた数を表わしたものである。

表 12 リパウンドボール獲得数よりルーズボール状態で、の獲得数を除いた数

X S. D Range 

問ム(。;: 10.21 3.87 18"-' 1 

18.42 4.68 28'" 7 

tal 28.63 5.91 39"'16 

腕チーム(。;: 7.47 3.98 18"-' 1 

15.92 4.92 29"-' 8 

tal 23.39 6.84 39"'12 

勝者，敗者を直列にしたスターティングメンバーの平均身長とノレーズボーノレを除いた獲得数

の関係

(仇nsive同 bound

defensive rebound 

off+def rebound 

勝者だけの両者の関係

(的nsive閃恥

defensive rebound 

O百十defrebound 

との関係 r'=ー0.01

" r'= -0.11 

" r'= -0.09 

との関係 r'=ー0.02

グ r'= 0.06 

r'= 0.04 
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敗者だけの両者の関係

(伽sive閃

defensive rebound 

O妊+defrebound 

女子パスケットボールの勝因分析

との関係ピ=ー0.05

グ ピ=ー0.35(pく0.05)

グザ=一0.30

以上の結果，勝者，敗者直列にした場合，両者の問に相関関係は，みられなかった。しかし

敗者では，ディフェンスリバウンドとの関係で負の低い相関関係がみられ?両者の間に 5%水

準で有意な関係がみられた。さらにリパウンドボール全体で、負の低い相関関係がみられた。つ

まり敗者においては， iルーズポール」を除いても， 予想に反して身長の低いチームが， リパ

ウンドボールを数多く獲得していることを示している。

さらにスターティングメンパーにおける長身者 3名の平均身長とリパウンドボール獲得数と

の検討を試みた。表13は，スターティングメンバーでの長身者 3名の平均身長を表わしたもの

である。

表 13 各チームにおけるスターティングメンバーの長身者 3名の平均身長

(勝者チーム x=170. 05cm SドD=2.88 Ra叩附

敗者チ一ム X=16ω9.07冗C口m S. D=2.22 Range 17河6.7冗cm'"'"'16臼3.0cαmn 1 

勝者，敗者を直列にした，スターティングメンバーの長身者 3名の平均身長とリバウンドポ

ール獲得数の関係

(伽sive陀

defensive rebound 

O百+defrebound 

勝者だけの両者の関係

(飴nsive陀

defensive rebound 

O百+defrebound 

敗者だけの両者の関係

/Offensive rebound 

I defensive rebound 

'off+def rebound 

との関係 r'=ーO.10 

" r'= 0.05 

" r'ニー0.02

との関係 r'= -0. 25 

" r' = O. 34 (pく0.05)

グ ザ= 0.04 

との関係 r'= -0.08 

" r'=ー 0.31

" r'= -0.33 (pく0.05)

以上の結果，勝者，敗者直列にした場合，両者の聞に相関関係は，みられなかった。しかし

勝者では，オフェンスリバウンドに負の低い相関関係がみられた。ディフェンスリバウンドで

は，正の低い相関関係がみられ， 5%水準で両者の聞に有意な関係がみられた。また敗者にお
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女子パスケットボールの勝因分析

いては，ディフェンスリパウンドに負の低い相関関係がみられた。 リバウンドボール全体で

も，負の低い相関関係がみられ両者の聞に 5%水準で有意な関係がみられた。つまり勝者で

は，オフェンスリパウンドで身長の低いチーム，ディフェンスリパウンドで身長の高いチーム

が数多く獲得していることを示している。一方敗者では，ディフェンスリバウンドとリバウン

ドボール全体で、身長の低いチームが数多く獲得していることを示している。

さらにスターティングメンパーの長身者 3名の平均身長と「ルーズボーノレ」を除いたリバウ

ンドボール獲得数との検討を試みた。

勝者，敗者を直列にしたスターティングメンパーの長身者 3名の平均身長とルーズボールを

除いたリバウンドボール獲得数の関係

lfdboHe百fe十enndss1e1vfve e rerrebebobouounund nd d 

との関係 r'=ー0.02

" r'= 0.02 

" r'=二 0.00 

勝者だけの両者の関係

|db。f百effe十enr1dSs1evwfe e rrerebebobouounund nd d 

との関係ピ=-0.07

" r'= o. 18 

" r'= 0.10 

敗者だけの両者の関係

ldj1o0Hfeffe+enndsseE1vf ve e r rebound 

との関係ピニー0.02

rebound " r'= -0.29 

ebound " r'= -0.27 

以上の結果，勝者，敗者直列にした場合は両者の聞に相関関係は，みられなかった。ただ敗

者のディフェンスリパウンドとリバウンドボール全体に負の低い相関関係がみられた。つまり

敗者のディフェンスリパウンドとリバウンドボール全体で、身長の低いチームが数多く獲得して

いることを示している。

次に対象試合38試合を得点差による区分で

(1) 1 点差~9 点差の19試合

(2) 10点差~19点差の 9 試合

(3) 20点差以上の10試合

の3つに分けて検討を試みた。

表14は， 1 点差~9 点差の試合の，⑧平均得点，⑥リバウンドボール獲得平均回数，⑥得点

差とリバウンドボール獲得差の平均を表わしたものである。

- 24-



女子パスケットボールの勝因分析

表 14 金一L忠孝三旦亙埜ーま一三企一窒息(J)ヨモ均_c型ヨ旦
(勝者チームト山点 S. D=8.26 Rangωe 8邸附5峠点日"'-'4必5

敗者チ一ム X=5臼3.2却6点 S. D=8.6臼2 Range 8剖1点"'-'3お6点

⑥ リパウンドボール獲得数について

tal 

敗者チーム I/ITODo -R R 

tal 

X S. D Range 

12.21 

21. 63 

33.84 

9.78 

20.68 

30.47 

4.56 

4.43 

6.23 

4.52 

5.36 

7.18 

20"'-' 1 

30"'-'15 

43"'-'19 

20"'-' 3 

33"'-'11 

45"'-'18 

@ 得点差とリバウンドボール獲得差について

得点差の平均 X=4.26点 S. D=2.86点 Range 9点"'-'1点

リパウンド /0.R 
ボールの差 l

J= I D. R 

¥Total 

X S. D Range 

2.37 2.86 14"'-'-9 

1.11 

3. 74 

6.39 

7. 72 

16"-'-8 

24"-'-8 

さらに，得点とリパウンドボール獲得数の関係について順位相関とその有意差の検定を試み

た。

勝者，敗者を直列にした両者の関係 CN=38) 

/offensive rebound との関係ピ=0.33

I defensive rebound " r' = O. 24 

¥off+def rebound グ ピ=0.41(pく0.05)

また，得点とリバウンドボールよりの得点の関係について順位相関とその有意差の検定を試

みた。

勝者，敗者を直列にした両者の関係 CN=38) 

joffensive rebound からの得点との関係 r'=0.41 (pく0.05)

I defensive rebound グ ピ=0.51(pく0.01)

¥0百十defrebound グ ザ=0.75(pく0.001)

以上の結果，得点と獲得数の関係で、は，オフェンス，ディフェンスリバウンドボール共に，

低い相関関係がみられ， リバウンドボーノレ全体で、も，相関関係がみられ，両者の聞に 5%水準

で有意な関係がみられた。さらに得点とリパウンドボールからの得点の関係では，オフェンス

リパウンドボーノレからの得点に相関関係がみられ，両者の聞に 5%水準で有意な関係がみられ

た。ディフェンスリパウンドからの関係でも，相関関係がみられ，両者の聞に 1%水準で有意

な関係がみられた。さらにリパウンドボール全体からの関係では，高い相関関係がみられ，両

者の間に 0.1%水準で有志な関係がみられた。つまり，少差の試合では， リバウンドボール獲
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女子パスケットボーノレの勝因分析

得の重要さを示しているものと思われる。

表15は， 10点差-----19点差の試合について表わしたものである。

表 15 ③」旦有、差竺1~~京差ま空空試合長空け':Q得点巴三五三三玉旦三皇〉
/勝者チーム X=62.00点 S. D=6. 15 Range 70点'"'-'54点

¥敗者チーム X=48.70点 S. D = 6. 71 Range 58点'"'-'38点

⑥ リパウンドボール獲得数について

X S. D Range 

勝者チーム(、T013o..R R 
13 3.38 

21. 2 5.11 

tal 34.2 6.49 

9.3 4.03 

20.6 3. 14 

tal 29.9 5.09 

@ 得点差とリパウンドボール獲得差について

19'"'-' 8 

29'"'-'13 

44'"'-'26 

16'"'-' 2 

27'"'-'15 

37'"'-'22 

得点差の平均 X=13.3点 S. D=2.33点 Range 18点'"'-'10点

X &D  R~~ 

リパウンドボー /0.R 
ル獲得差の平均!

3.7 3. 70 11~ー 3

ID. R 

¥Total 

0.6 

5.2 

6.61 

8.87 

11'"ー 12

20'"'-'ー 11

また勝者，敗者を直列にした得点とリパウンドボール獲得数との関係では，

(伽sive問 bound と恥=0.34 

defensive rebound "ピ=ーO.18 

0百+defrebound " r' = O. 14 

さらに得点とリバウンドボールからの得点の関係では，

(仇nsive問 bound より一関 係 r'=0.50(pく0.05)

defensive rebound " r' = O. 62 (p < O. 05) 

off+def rebound " r'=O.71 (pく0.01)

以上の結果，得点と獲得数の関係では，オフェンスリバウンドにおいてだけ，低い相関関係

がみられた。

得点とリパウンド獲得よりの得点との関係では，オフェンス，ディフェンスリパウンドより

の関係に相関関係がみられ，それぞれの聞に 5%水準で有意な関係がみられた。リバウンドボ

ール全体からの関係では，高い相関関係がみられ， 1 %水準で有意な関係がみられた。つまり

19点差までの試合では， リパウンドボール獲得数よりも，獲得したことによる得点，いわゆる

「シュート力」の重要性を示している。

表16は， 20点差以上の試合について表わしたものである。
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表 1叩6 ③ 2却0点差以上の試合における?得号点について CN=lO肪〉

(勝者軒れチト一ム 空子=82削2.6附 S … 35 Ran昭叩g伊e附~“
敗者チ一ム X=4訂7.5閃6点 S. D=10.1ロ2 Range 6臼1点"""'3沼2点

⑥ リパウンドボール獲得数について

X S. D Range 

勝者チーム I/IOITDo阻RR l 
14. 77 4.16 20"-' 7 

25.66 4.81 35"-'18 

40.44 5.62 53"-'35 

敗者チーム 1/IT013.o.tR R al 
9.33 3.83 14"-' 2 

15.66 3.16 21 "-'14 

25.00 3.16 31"-'21 

@ 得点差とリパウンドボール獲得差について

得点差の平均玄=35.11点 S. D=8.54点 Range49点"-'24点

X S. D Range 

リバウンドボー 10.R 
ル獲得差の平均 l

ID. R 

¥Total 

5.44 

10.44 

15.44 

7. 14 

7.80 

7.89 

17 "-'ー5

25"-'-3 

30"-' 3 

さらに勝者，敗者直列にした得点とリパウンドボール獲得数との関係では，

(加ive…との関係 r…く0.01)

defensive rebound /1 r' = O. 25 

off+def rebound /1 r'=0.74 (pく0.01)

また勝者，敗者を直列にした得点とリパウンドボ一ル獲得よりの得点との関係でで、は，

(イ…仇伽加附吋ns凶附山S討耐向i討ive刊e… カ川山一ら切吋の明一得

defensive rebound /1 r' =0.79 ( pく0.001)

o任+defrebound " r'=0.91 ( pく0.001)

以上の結果，得点とリバウンドボール獲得数との関係では，オフェンスリバウンドボールで

高い相関関係がみられ，両者の聞に 1%水準で有意な関係がみられた。ディフェンスリバウン

ドボールで、は，低い相関関係がみられた。リバウンドボール全体で、は，高い相関関係がみら

れ，両者の聞に 1%水準で有意な関係がみられた。さらに得点とリパウンドボールよりの得点

との関係では，いずれも高い相関関係がみられ，オフェンスリパウンドで 1%水準，ディフェ

ンスリバウンドとリパウンドボール全体に， 0.1 %水準で有意な関係がみられた。つまりリバ

ウンドボール獲得数も獲得からの得点共に， 点数差と同様に差があり， rバスケットボールに

おけるすべての技術」の差を示したものであると思われる。

次にオフェンスリバウンドボール，ディフェンスリバウンドボールにおける， r獲得方法J，

「獲得後のプレーJ，rプレーの結果」の，各段階と継がり，つまりパターン化の問題を勝者，

敗者について比較を試みた。

- 27-



女子バスケットボーノレの勝因分析

表17は，オフェンスリパウンドボールにおける獲得平均値と割合を表わしたものである叱

表17 ④ オフェンスリバウンドボー jレにおける獲得方法

X S.D % Range 

(w) 3.97 2.49 30.51 10""1 
(1)ノ ー マ ー ク

(L) 3.11 3.34 32.51 16"" 0 

(刊 6.24 3.06 47.88 12"" 1 
(2)競 い合い

(**) (L) 4.37 2. 77 45. 73 12"" 0 

(w) 2.82 2.08 21. 62 10"" 0 
(3)ノレーズボー lレ

(L) 2.08 1. 51 21. 76 5"" 0 

(注) **…… Pく0.01 M乃……勝者チーム (L)……敗者チーム

⑥ オフェンスリバウンドボー jレにおける獲得後のプレー

X S.D % Range 

(1)獲阻得接者(シ帥が)ュ白ーからト
(w) 8.00 3.25 61. 41 15"" 1 

(L) 5.63 3.41 58.95 16"" 0 

同乃 1. 29 1. 30 9.90 4"" 0 
(2)アシス卜ノfス

(L) 1. 08 1. 08 11.29 4--0 

(w) 3.58 1. 90 27.47 10--0 
(3)遅 攻

(*) (L) 2.66 1. 68 27.82 8--0 

(O)~獲'。得ト一直一後にミス
(瑚 O. 16 1. 21 

(L) O. 18 1. 93 

(注) * ・一一.pく0.05 林一....pく0.01

① オフェンスリバウンドボールにおけるプレーの結果

X S.D % Range 

(刊 5.39 2.42 41. 41 13"" 1 
(1)ゴーノレゲット

(*料) (L) 2.95 1. 98 30.85 8"" 0 

同乃 0.92 1. 08 7.07 3--0 
(2)フリ ース ロー

(L) 1. 00 0.89 10.47 3"" 0 

(w) 5.68 2. 75 43.64 12--0 
(3)シュートミス

(L) 4.68 2.53 49.04 11""0 

(4) ノてイオレーショ
問) 0.29 0.56 2.22 2"" 0 

ン
(L) 0.45 0.68 4.68 3--0 

同乃 0.74 0.82 5.66 3"" 0 
(5)ミスプレー

(L) 0.47 0.94 4.96 5"" 0 

(注)林*…… Pく0.001
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⑧獲得方法では， 3つの方法共勝者が優っており「競り合し、」の状態での獲得に両者の聞に

1%水準で有意性がみられた。割合では両者の 3つの獲得方法共，ほぼ同一傾向を示してい

7こ。

⑥獲得後のプレーでは， r獲得者自身が直接シュート」で両者間に 1%水準で有意であった。

さらに「遅攻」でも両者の間に 5%水準で有意であった。割合では，勝者で「獲得者自身が直

接シュート J，敗者で「アシストパス」が，それぞれ多い傾向を示していた。

⑨プレーの結果では， rゴールゲット」で両者の聞に 0.1%水準で有意であった。割合では，

勝者の「ゴールゲットJ，敗者の「フリースロー」と「シュートミス」が多いことを示してい

Tこ。

以上の結果両者の相違点より，獲得方法で「競り合し、」に強く，獲得後のプレーで「獲得者

自身が直接シュート」を行ない， rゴールゲット」つまり得点することが， 勝因となることを

示している。

表18は，ディフェンスリパウンドボールにおける各項目について表わしたものである。

⑧獲得方法では， 3つの方法共勝者が優っていたが，両者の聞に有意差はみられなかった。

割合では両者の 3つの方法共に同一傾向を示していた。

表18 ④ ディフェンスリバウンドボールにおける獲得方法

X S.D % Range 

同月 8.50 3.23 37.82 17.......， 2 
(1)ノーマーク

(L) 6.97 3.54 35.81 15.......， 1 

(w) 9.92 4.09 44. 15 19.......， 5 
(2)競い合い

(L) 8.95 4.27 45.95 20.......， 1 

(刊 4.05 2.55 18.03 10.......， 1 
(3))レーズボ-)レ

(L) 3.55 1. 90 18.24 8--1 

⑥ ディフェンスリバウンドボーノレにおける獲得後のプレー

X S.D % Range 

(w) 6.03 5.03 26.81 26--1 
(1)述 攻

(*) (L) 3.89 4.11 20.00 18.......， 0 

(w) 15.26 4.86 67.92 26.......， 7 
(2)遅 攻

(L) 14.39 4. 12 73.92 23--6 

(0)獲→'。得し一直一後にミス
(w) 1. 18 5.27 

(L) 1. 18 6.08 

(注)本…… Pく0.05
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① ディフェンスリバウンドにおけるプレーの結果

X S.D % Range 

間) 6.97 2.85 31. 03 14"""" 3 
(1)ゴールゲッ卜

(料*) (L) 4.47 2.58 22.97 14.......， 0 

WVl 1. 26 1. 13 5.62 4.......， 0 
(2)フリースロー

(L) 0.92 1. 06 4. 73 4.......， 0 

(w) 9.58 3. 13 42.62 17.......， 4 
(3)シュートミス

(L) 9.03 3. 18 46.35 17---3 

(4) ノイイオレーショ
(開 1. 37 1. 24 6.09 5.......， 0 

ン
(L) 1. 32 0.96 6. 76 4.......， 0 

(w) 3.29 1. 93 14.64 8.......， 0 
(5)ミスプレー

(L) 3.74 2.40 19. 19 10""""0 

(注) 牢**・・・… P く0.001

⑥獲得後のプレーで、は， 1速攻」で両者の間に 5%水準で有意であった。割合では， 勝者が

「速攻j，敗者が「遅攻」が多い傾向をそれぞれ示していた。

⑥プレーの結果では， 1ゴールゲット」で両者の聞に0.1%水準で有意であった。割合では，

勝者が「ゴールゲット」と「フリースロー」で多く，敗者が「シュートミスj，1バイオレーシ

ョンj，1ミスプレー」つまりミスプレーが多い傾向を示していた。

以上の結果両者の相違点より，獲得方法で 13つの方法すべて」に強く， 獲得後のプレー

で「速攻」を重視し尚かっ「遅攻」での得点を確保することが，勝因につながることを示して

いる。

次に「獲得方法Jと「獲得後のプレー」を一つのパターンと考えて勝者，敗者の比較を試み

た。(ここでは獲得方法の「ノーマーグ」はI， r競り合L、」はn，rルーズボール」はEで表わし また

獲得後のプレーの「獲得者自身が直接シュート」は1， rアシストパス」は 2，r遅攻」は 3で表わし， デ

ィフェンスの獲得後のプレーの「速攻」はし「遅攻」は 2で表わしている。〉

表19[(A)-(B)Jは，オフェンスリパウンドボーノレにおける，各パターンとその結果の回数とそ

れぞれの各パターンが占める割合を表わしたものである。

勝者では， II '"" 1 (178回，全体の35.95~) ， 1'"" 1 (113回， 22. 82~) ， m'"" 3 (73回， 14.74 

~)， II'""3 (41回， 8.28~) の順であり，敗者では， II'"" 1 (117回，全体の32.23~) ， 1 '"" 1 

(90回， 24. 79~) ， m'"" 3 (54回， 14. 88~) ， II "-' 3 (30回， 8. 26~) の I1民であった。以上の結果，

両者では，使用パターンの割合は同一傾向を示していた。

次に各結果について使用パターンの多いものを表わしたものが表20[ω-(B)Jである。

まず結果(1)ゴールゲットで、は，両者共 1'"" 1のノ4ターンが得点成功回数で、最高で、あった。た

- 30ー



女子パスケットボールの勝因分析

表19 オフェンスリバウンドボールにおけるパターン(獲件)J法+獲得後のプレー)について

(A) 勝者チーム

獲得方i法~獲，0得し一後の一
プレーの結果

Tota! 
(1) 

~ 66 

~ 2 6 

~ 3 7 

H ~ 1 57 

E ~ 2 8 

E ~ 3 19 

皿 ~ 12 

皿 ~ 2 5 

E ~ 3 25 

~ 。
H ~ 。
国 -、， 。
Tota! 205 

(注) 獲得方法 1.…一「ノーマーク」

日……「古都、合い」

III......IJレーズボール」

(8)敗者チーム

獲得方法~獲，0得し一後の一
(1) 

~ 49 

~ 2 3 

~ 3 l 

H ~ 1 30 

E ~ 2 3 

E ~ 3 4 

圃 ~ 1 4 

皿 ~ 2 8 

E ~ 3 10 

~ 。 。
E ~ o 。
皿 ~ 。 。
Tota! 112 

(2) (3) (4) (5) 

9 36 

2 5 。 2 

。 8 6 

19 101 。
。 4 2 

15 。 6 

。 1 。。
。10 1 3 

3 36 4 5 

l 2 

2 

35 216 11 28 

獲得後のプレー

1 ...一獲得者のシュート

2・・・ー・アシス卜ノぞス

3......遅攻

113 

15 

22 

178 

15 

41 

13 

19 

73 

1 

3 

2 

495 

0・・・・・・獲件直後lζ ミスプレー

プレーの結果
Tota! 

(2) (3) (4) (5) 

8 32 1 。 90 

2 5 1 。 11 

13 1 l 17 

21 66 。。 117 

1 5 4 l 14 

。18 4 4 30 

。 3 。。 7 

6 。l 16 

2 30 3 9 54 

。 G 。。 。
2 。2 1 5 

。。 1 2 

38 178 17 18 363 
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% 

22.82 

3.03 

4.44 

35.95 

3.03 

8.28 

2.62 

3.83 

14.74 

プレーの結果
(1)一.~ . .ゴールゲット

(2)・・・…フリースロー

(3)"・・・シュートミス

(4)ー・・・・バイオレーション

(5)一・・・・ミスプレー

% 

24. 79 

3.03 

4.68 

32.23 

3.86 

8.26 

1. 93 

4.41 

14.88 

1. 93 



女子バスケットボールの勝因分析

だ 4位のパターンが異っていた。結果(2)フリースローでは，両者共II'""'-'lでほとんどが占めら

れていた。結果(3)シュートミスでは，上位の使用パターンは同じであったが，勝者の II'""'-'lが

特に多かった。結果(4)パイオレーションでは，勝者での回数が分散しているのに，敗者ではE

'""'-'2， II'""'-'3， ill'""'-'3に数は少ないが 3つに集中していた。結果(5)ミスプレーで、は， 両者共

「遅攻」を行なった時に集中していた。

以上の結果「ノーマークJ，I競り合しづから「獲得者自身が直接シューりすることが得点

率が高く，獲得方法にかかわらず「遅攻」でシュートミスを含めた， ミスプレーが多いことを

示している。

表20 オフェンスリバウンドボールにおける使用回数の多いパターンと結果

(A)勝者のパターンと結果(495) 

使用凶数の多いPattern results (3) (216) 

Pattern !日l数 % 

II~l 178 35.95 

1 ，_;， 1 113 22.82 

皿 ~3 73 14.74 

II~3 41 8.28 

resul ts (1) (205) 

1 ~ 1 I 66 I 32. 19 
II~l 

ill--3 

II--3 

27.80 

12.19 

9.26 

results (2) (35) 

H--1 119 1 54.28 

Pattern |長l数 % 

II~l 101 46. 75 

1 --1 36 16.66 

血--3 36 16.66 

II--3 15 6.94 

po
一

n
d

一

。一部一
(一

4
一

A
せ

一

一

Q
U

一
一

H
一

3

一

叩
一
~
一

同
一
国
一

A斗
一

叩
一
~
一
~
一
~

同一

I

一H
一E

(B)敗者のパターンと結果(363) 

使用回数の多いPattern resul ts (3) (178) 

Pattern 1f:!1数 % 

II--1 117 32.23 

1 --1 90 24. 79 

皿 ~3 54 14.88 

II--3 30 8.26 

Pattern 回数 % 

II--1 66 37.07 

1 --1 32 17.97 

III~3 30 16.85 

旺 ~3 18 10.11 

resuI ts (1) (363) results (4) (17) 

1 --1 49 13.49 II--2 

II--1 30 8.26 

ill--3 10 2. 75 皿--3 3 I 17.64 

ill--2 8 2.20 

resul ts (2) (38) 

E--1 1 21 1 55.お

results (5) (18) 

皿--3 1 9 1 50. 00 

表21[(A)-(司〕は，ディフェンスリパウンドボーノレにおける各パターンと，その結果の回数と

割合を表わしたものである。

勝者では， II '""'-' 2 (243回，全体の28.45%)， 1 '""'-' 2 (227回， 26.58%)， II '" 1 (111回， 12.99 

%)， ill'""'-' 2 (110回， 12.88%)， 1 '""'-' 1 (77回， 9.01%)の順であり，敗者では， II '" 2 (241 

回，全体の32.56%)， 1 '" 2 (198回， 26.75%)， ill '" 2 (108回， 14.59%)， II '"'--' 1 (78回， 10.54 

%)， 1 '" 1 (52回， 7.02%)の順であった。以上のように両者では， ll"'lとill"'2の順序が

異なるだけで，使用ノミターンの割合は同一傾向を示していた。

次に各結果について使用パターンの多いものを表わしたものが表22-A，Bである。

まず結果(1)ゴールゲットでは，両者共使用パターンの多い順に得点成功回数も多かった。結

果(2)フリースローで、は，勝者がII"'2， 1"'1が多く，敗者では， 1"'2， ll'""'-'lが多かった。

結果(3)シュートミスでは，両者の聞に， 1'""'-'2， II'""'-'2の順序が異っていた。結果(4)パイオレ
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女子パスケットボールの勝因分析

表21 ディフェンスリバウンドボーノレにおけるパターン(獲得方法

十獲得後のプレー)について

(Al 勝者チーム

獲得方法~獲フ。得レ後のー
プレーの結果

Total % 
(1) (2) (3) (4) (5) 

I 戸、w 36 10 19 5 7 77 9.01 

~ 2 64 9 115 14 25 227 26.58 

H ~ 1 34 3 45 7 22 111 12.99 

H ~ 2 81 13 113 10 26 243 28.45 

皿 ~ 1 20 l 17 1 2 41 4.80 

皿 p、、d 2 30 5 55 7 13 110 12.88 

~ G 。 1 。 2 16 19 2.22 

H ~ 。 。 6 。 4 13 23 2.69 

皿 ~ 。 。。。 2 3 0.35 

Total 265 48 364 52 125 854 

(注) 獲得後のプレー 1…速攻 2…遅攻

(B)敗者チーム

獲得方法~奪'得一後の一
プレーの結果

Total % 
(1) (2) (3) (4) (5) 

I ~ 1 18 3 25 1 5 52 7.02 

~ 2 39 10 108 12 29 198 26. 75 

E ~ 19 10 26 5 18 78 10.54 

E ~ 2 61 6 122 15 37 241 32.56 

E ~ 1 6 1 9 。 2 18 2.43 

E ~ 2 27 4 53 7 17 108 14.59 

~ 。 。。。 3 12 15 2.02 

H ~ 。 。 1 。 5 15 21 2.83 

亜 ~ 。 。。。 2 7 9 1. 21 

Total 170 35 343 50 142 740 

ーションでは，勝者のll"'lが，あるのが目立っていた。結果(5)ミスプレーでは，勝者の 1'"

0，敗者のm........3があるのが目立っていた。

以上の結果「競り合しづから「遅攻J，rノーマーク」から「遅攻」のノミターンでの得点成功

率を高め，特に「ノーマーク」から「速攻J，r競り合し、」から「速攻Jからの得点成功率が高

いので，その重要性を示している。さらに「遅攻」のパターンよりも「速攻」のノミターンがミ

スが少ないことも重要性を示している。
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表22 ディフェンスリバウンドボールにおける使用回数の多いパターンと結果

(A)勝者のパターンと結果 (854) 

使用回数の多いPattern resul ts (3) (364) 

Pattern 回数 % 

II--2 243 28.45 

1--2 227 26.58 

II--1 111 12.99 

m--2 110 12.88 

1 --1 77 9.01 

Pattern 回数 % 

1--2 115 31. 59 

II--2 113 31. 04 

m--2 55 15.10 

II--1 45 12.36 

1 --1 19 5.21 

resul ts (1) (265) results (4) (52) 

1 --2 I 14 I 26. 92 II--2 81 30.56 

1--2 64 24. 15 

1 --1 36 13.58 

日--1 34 12.83 

m--2 30 11. 32 

い
一
い
一
い

使用回数の多いPattern

(8)敗者のパターンと結果 (740) 

resul ts (3) (343) 

Pattern 回数 % 

II--2 241 32.56 

1 --2 198 26. 75 

m--2 108 14.59 

II--1 78 10.54 

1 --1 52 7.02 

results (1) (170) 

II--2 61 35.88 

1--2 39 22.94 

皿--2 27 15.88 

II--1 19 11. 17 

1 --1 18 10.58 

Pattern 回数 % 

II--2 122 35.56 

1--2 108 31.48 

皿--2 53 15.45 

II--l 26 7.58 

1 --1 25 7.28 

results (4) (50) 

II --2 I 15 I 30.00 
1--2 

皿--2

19.23 24.00 

results (5) (125) 

resul ts (2) (48) II--2 26 20.80 resul ts (2) (35) 

II--2 13 27.08 1 --2 25 20.00 1--2 10 28. 57 II--1 12.67 

1 --1 10 20.83 II--1 22 17.60 II--1 10 28.57 m--2 11. 97 

1--2 9 18. 75 1--0 16 12.80 II--2 6 17.14 

m--2 5 10.41 皿--2

IV. ま と め

リバウンドボールと勝敗との関連性について， l'リパウンドボール獲得数j，l'リバウンドボ

ール獲得よりの得点j，l'身長とリバウンドボール獲得数およびリバウンドボール獲得よりの得

点j，l'得点差による， リバウンドボール獲得数およびリパウンドボーノレ獲得よりの得点j，l'獲

得方法，獲得後のプレー，プレーの結果」の項目についての関係の比較検討を試みた結果，次

の通りであった。

(1)リバウンドボール獲得数を対戦相手チームより優り，なおかつ獲得からの得点成功率を向

上させる。

(2)オフェンスリバウンドでは， r競り合し、」による獲得から「獲得者自身によるシュート」

の一連の強化をする。さらにディフェンスリパウンドでは， r各獲得方法」より 「遅攻」の得

点成功率を上げると共に， l'速攻」を多用する。具体的には，身体接触に耐えるだけの筋力と

密集の中でのシュートのためのボディーバランスの向上をはかる。

(3)身長とリパウンドボール獲得との勝敗の関連では，予想に反して積極的な関係がみられな

かった。さらに敗者においては，身長の低いチームが多く獲得している結果であった。つまり
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敗者チームでは， 高さよりも獲得するという「集中力J， I意志力」の差と思われる。しかし，

身長との関連性は研究方法と共に今後の女子パスケットボールにおける，研究課題の 1っと思

われる。(なお本研究の 1部は第31回日本体育学会において報告した。〉

注 (1) 佐々木三男:rScouting Sheetによる BasketBall のゲーム分析」慶醸義塾大学“体育研究

所紀要"第18巻 (71-73)。
(2) 佐々木三男:rパスケットポールのリパウンドボールについての一考察」第31回日本体育学会。

(3) 鳴海寛他， rオリンピック大会パスケットボール競技の身長と成績との関係についての研究(第

2報)J第31回日本体育学会。
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